
令和３年度 学力向上プラン 

 

   学校名 中央区立月島第二小学校 

 

                  学校の教育目標 

 

 

 

教育目標を達成するために学校として重点的に育成を目指す資質・能力（確かな学力向上にかかわる内容） 

 

 

 

令和２・３年度「学習力サポートテスト」や令和２年度学力向上プランの検証結果等の分析、ま

た、日常の学習の様子等から見られる課題及び要因     

 児童・生徒の学力の課題 主な要因 

国 語 

 

６年生の学習力サポートテストでは、我が国の言語文化に関

する事項が区の平均を２１.３ポイント下回っている。４年

生でも同様に９ポイント下回っている。俳句や短歌、慣用句

や故事成語、親しみやすい古文や漢語などに触れ、作品を作

ったり、音読したりする機会を多く取り入れることが必要で

ある。また漢字や言葉の特徴やきまりに関する事項について

習熟を図り活用する力を付けることも大切である。 

漢字や言葉の特徴やきまりについての

理解は、実際に使う場を設ける必要が

ある。実際に使う場が減ったことが要

因の一つとして考えられる。伝統的な

言語文化については、小学校の低学年

から触れる機会を意識してつくってい

くことが求められる。 

算 数 

 

６年生の学習力サポートテストでは、どの領域においても中

央区の平均を５.８～６.８ポイント下回っている。また、

４・５年に関しては、サポートテストの結果が区の平均より

も３ポイント前後下回っている。テスト問題を読み解く力が

足りないことが課題としてあげられる。 

どの領域も区の平均を下回っているこ

とから、学習の基礎基本の定着が足り

ないことが主な要因である。学習した

内容の積み上げも十分ではない。文章

問題を読み解く力も必要である。 

社 会 

社会科ではどの学年も、「社会的な思考・判断・表現」の領

域について区の平均より３.６～５.１ポイント下回ってい

る。社会的な思考が身に付いてきているが、その思考を表現

する機会が不足している。 

授業の中で自分の考えを発表し、その

発表について意見を交わし合うような

機会が少ないことが要因として考えら

れる。 

理 科 

５年生の学習力サポートテストでは、「主体的に学習に取り

組む態度」の領域について区の平均よりも８.２ポイント下

回っている。また、どの学年も活用が区の平均よりも６ポイ

ント以上下回っている。 

自然事象について、観察や実験を行う

環境が少ないことが考えられる。また、

復習を行う時間が他教科と比較して短

いことが課題である。 

外国語 

 

６年生の学習力サポートテストでは、どの観点においても区

平均を下回っているが、特に「主体的に学習に取り組む態度」

が区平均よりも６.９ポイント下回っている。また、目標値

よりも４.０ポイント下回っており、早急に改善が必要であ

る。 

予め単元の目標を設定し、自分の学習

の進捗を振り返りながら今後の見通し

をもつという、自己改善のサイクルを

定着させる学習が必要である。 

体 育 

本校の特色であるなわとび活動を取り入れていることで主

体的に運動している。昨年度新型コロナウイルス感染症対策

の中、なわとび運動により体力を維持できることがわかっ

た。なわとび以外の運動を今後考えることが課題である。 

運動をする機会が少なくなってきてい

る。なわとびを軸に、他の運動に関し

ても体育の授業に取り入れていくこと

が必要である。 

・基礎学力を確実に身に付けさせるとともに、一人一人の習熟度に応じて学力を伸ばす指導を行う。 

・児童自ら課題を発見し、主体的に問題を解決する力を身に付けさせる。 

 

心の豊かな子ども・よく考える子ども・たくましい子ども 



学力向上に向けた視点 年度末までの目標及び指標 

①学力基盤 
学習内容を理解し、発達段階に応じた学習の資質・能力を身に付

け、児童自らが主体的に学ぼうとする姿勢を全児童に身に付けさ

せる。 

②授業改善 

全教員が、言葉の学習や作文について、言語の知識・理解・技能

の習得のために、個別指導の充実を図る。学習力サポートテスト

の国語において、区の平均に達するようにどの学年も３.０ポイン

トアップを目指す。 

③教員の指導力 
全教員がユニバーサルデザインの視点を意識して教材研究を行

い、児童の９０％が「楽しい」と思う授業づくりを目指す。 

④家庭との連携 
家庭学習の定着率を学年において、８５％を目標とする。また、

保護者の児童への働きかけを具体的に示し、生きる力を育む。 

⑤体力向上 
全児童に対して体力向上に向けた取り組みの充実を図る。児童の

体力づくりにおける肯定的な自己評価をしている児童の割合を８

８５％以上を目指す。 

 

 

【目標達成のための具体的な取組内容】 

 

① 学力基盤 

取組Ⅰ 

児童の実態に合った各教科の年間指導計画を作成し、計画的な指導を

くり返し行い、学習の基礎・基本の確実な定着を図る。そのために東

京ベーシックドリルやドリルパークを活用した補充的学習に力を入れ

る。 

取組Ⅱ 
算数科では、年間を通じて単元ごとにレディネステストを行い、コー

スガイダンスに基づいたクラス分けをすることで、児童の習熟度に合

わせた指導を行う。 

取組Ⅲ 
前年度までの学習の定着に不安のある児童には、放課後「さんすう塾」

を開き、東京ベーシック・ドリル等を活用した個別の指導を行う。ま

た、朝学習では漢字や言葉の特徴やきまりに関する指導を行う。 

 

②授業改善 

取組Ⅰ 
指導時間内に、どの児童も「分かった」「できた」ということを、実感

できるような授業展開の工夫を行う。特に社会や理科の学習において

自分の意見を発表する機会を意図的に取り入れる。 

取組Ⅱ 
各教科では、ユニバーサルデザインの視点に立ったどの児童にも分か

りやすい授業展開を目指す。そのために、児童の反応を予測した教師

の発問を吟味し、綿密な板書計画を立てる。 



取組Ⅲ 
自然事象について観察や実験を行う環境が少ないので、タブレットを

活用して、観察や実験器具の使い方に関心を持たせ、児童の学習意欲

向上を目指す。 

 

③教員の指導力 

取組Ⅰ 
校内研究授業では、ユニバーサルデザインの視点に立った授業づくり

について研究を深め、教員自らが楽しいと感じるような研究授業を目

指す。 

取組Ⅱ 
若手教員の授業力向上のため、ＯＪＴ研修を月に１回実施する。若手

教員が行った授業について研究協議を行う。 

主任教諭でグループを作り、一つのテーマに沿った研修会を行う。 

取組Ⅲ 
教員相互の授業力向上のため、研究授業の事前・事後授業を公開とし、

学校全体で、教員の授業力向上に尽力する。 

 

 

④家庭との連携 

取組Ⅰ 
学校ホームページの学年のページを開設し、学年行事についての情報

を迅速に公開できるようにする。また、学年で知らせたいことなどに

ついて、安全安心メールを活用して伝えるようにする。 

取組Ⅱ 
個人面談・保護者会等で、児童の学習状況や努力の様子を伝えたり、

個人の課題を伝えたりすることで、保護者と共通理解を図り、連携を

強化していく。 

取組Ⅲ 
学校だより、学年だより、学級通信等で学校での取組や学習内容等、

家庭に対して、タブレット端末を積極的に活用した連携を推進してい

く。また、週に１回以上の割合で宿題配信を行う。 

 

 

⑤体力向上 

取組Ⅰ 
体力調査の結果を分析し、児童の体力や運動能力を客観的に把握する

ことで、課題となる運動能力の向上に向けた取り組みを推進し、運動

が楽しいと感じられるような授業内容を計画する。 

取組Ⅱ 
体を動かす遊びやマイスクールスポーツに加え、基礎的体力・バラン

ス力の向上を目指すコーディネーショントレーニングの要素を入れた

なわとびの準備運動を授業に取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

【取組結果の検証】 

 

 

学力向上に向けた視点 取組の成果 取組の課題及び解決策 

①学力基盤 

  

②授業改善 

  

③教員の指導力 

  

④家庭との連携 

  

⑤体力向上 

  


